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１．自動車リサイクル法施行以前

使用済み自動車の不法投棄、野積み状況調査結果

（2003年3月 -環境省）

保管基準違反（野積み）等の台数 122,779台（7,113）

不法投棄等の台数 46,027台（13,490）

計 168,806台（20,603）

＊表中の（ ）内は離島分を示す。

《使用済自動車
の不法投棄の例
と状況調査結果》
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２．自動車リサイクル法の仕組みの概要
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2004年度には、140千台あった不法投棄・不適正保管台数は、2013年度には

7.3千台（不法投棄2.0千台、不適正保管5.3千台）にまで減少した。

３．不法投棄・不適正保管台数の推移

出典 環境省

140千台

7.３千台
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４．自動車の正規ルートへの排出について

以下の自動車リサイクル制度の特性により、自動車の排出について
は概ね正規ルートでの排出が行われているものと推測される。

・自動車リサイクル制度は、自動車登録制度と密接に連携している。
購入時にリサイクル料金を預託しなければ、新車登録が出来ない。
一方、廃車時に有効期限の残っている自動車重量税は月割りで還付
される。

・電子マニフェスト制度の採用により、廃車引取以降の工程別の
引取引渡状況について電子媒体により一元的に管理される。
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４．自動車の正規ルートへの排出について

新車販売台数と排出台数（廃車引取台数＋中古車輸出台数）は、
ほぼ同数である。

《新車販売台数》 《排出台数》

500万台/年

中古車輸出

150万台/年 引取台数

350万台/年

保有台数（＝
リサイクル料金
預託済台数）

７８百万台

引取車の平均車齢；14.6年
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４．自動車の正規ルートへの排出について

《全工程引取引渡遅延状況》

2009年度を除くと、長期の引取引渡遅延は、年間概ね千件以下と推定される。
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1,000件

特定の事業者による遅
延大量発生（異常値）

漸次減少の
見込み



（１）認知度推移

◇リサイクル料金が社会システムの一つとして必要であると幅広く認知されている

◇現在、若者の認知向上に向けて取組みを強化中

５．理解普及活動

ネット調査 ： 調査は、３か月以内に自動車を購入した方を対象 （リサーチモニター１，１００名）
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知っている 30歳以上 30歳未満設問：あなたは2005年から施行された自動車リサイクル法をご存知ですか。
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ホームページ「子供向け」自動車教習所学科教本 チラシ・ポスター作成・配付

（２）活動実績①チラシ、ポスター、ホームページ制作

５．理解普及活動
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（２）活動実績②イベント実施、参加

ユーザーとの意見交換を実施 エコプロダクツ（環境展）への出展

５．理解普及活動
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（３）最近の主な活動

５．理解普及活動

〈活動項目〉 〈活動実績〉 〈準備中〉

チラシ・ポスター
NEXCO東日本のSA、PA29箇所へ
ポスター掲出（2015年3月～4月）

NEXCO中日本、西日本のSA、PA26箇所へ
ポスター掲出（2016年9月～12月）

広告掲載 運転免許証学科教本への広告掲載（年間）

ＪＡＦＭａｔｅ 2016年1-2月号に広告掲載予定

TBS系テレビ 朝の情報番組 「あさチャン」

イベント参加 「エコプロダクツ」への出展（2007年～） 「エコプロダクツ2015」出展

映像制作 全国自動車教習所で映像配信
自動車ユーザーの理解促進のための映像制
作、You Ｔubeにて配信予定

ホームページ
リサイクル料金検索、車両状況照会機能
「子供向け」ホームページ追加

ホームページによる情報発信力を高めるため
の改訂予定

認知度調査 定点観測として2015年3月に実施 定点観測として2016年3月に実施予定

その他
JARC データ ブックの更新、ホームページ掲載
ユーザーとの意見交換会
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５．理解普及活動

①短編映像の配信 ②テレビCM広告

・TBS系テレビ 朝の情報番組
「あさチャン」 MC:夏目三久さん
・放映期間 ２０１５年１２月～２０１６年３月
毎週水曜日、30秒間（午前5時台後半）

・自動車リサイクル制度の概要（総論）
自動車リサイクル制度の個別説明（各論）
・時間：３０分前後
・エコプロダクツ２０１５にて公開を予定、
以降ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載、You-tubeにも配信予定
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（４）準備中の主な活動事例



６．自動車リサイクル制度第２次見直しと今後の対応

「自動車リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報告書」より（2015.09.14審議会合同会議資料）

“法施行から10年を経て、市場を活用したリサイクルシステムは、概ね順
調に機能”

“あるべき姿”の実現に向けた課題と取組として、
・３Ｒの推進・質の向上に向けた検討・取組の実施
・情報発信・共有の在り方等に関する検討・取組の実施

「情報発信・共有の在り方等に関する検討・取組の実施」

“ＪＡＲＣが中心となってユーザー、関係事業者、自動車メーカー、自治
体、国と連携して検討を実施し、取組を進める”
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現在、取り組み内
容準備中

今後



ご清聴

ありがとうございました。
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《参考》

自動車リサイクル法に基づく指定法人機能

専 務 理 事

理 事 会

事 務 局 長

資金管理業務諮問委員会

離島対策等検討会

総務委員会

事業委員会

監 査 室

監 事

評議員会

事務 統括部

情報管理部

シス テム部

システムセンター

資金管理センター

再資源化支援部

二輪車事業部

理 事 長

理 事

（３）ＪＡＲＣ組織
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